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各学級主催の学習会へ訪問させていただきました！ 

●まずは、北区白楊小学校の開級式と校長先生による講座にお邪魔しました。今年度、

新たに家庭教育学級を開設いただいた学校です（6 月 27 日）。 
  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

●続いて、西区山の手南小学校です（6 月 28 日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習テーマ 「絵本とわたし」 

講   師  白楊小学校 礒島 紀代恵 校長先生 

学習テーマ 子どもの表現(絵)から 子どもの心理を理解する。アートセラピー 

講   師 心理カウンセラー 絵画療法士 松谷 桂子さん 

アートセラピーとは 

子どもの表現物から、心理状態や気持ちを読み解き、子どもに寄りそっていき、良

い面をひきだすもの。それぞれの学級生がお子さんの絵を持参し松谷講師に見てもら

い、それぞれへ的確なアドバイスをされていました。 

右の写真は、左手で 6 つの円に色を付けて描いてみる心理テストの一種。色や大

きさは各自で自由に決めて、書いていきます。絵を見ながらの講師の解説に、「こん

なことまでわかるのか！」と目からウロコの様子でした。 

ご自身の子育てのエピソードを交えながら、様々なユ
ニーク溢れる絵本の紹介をしていただきました。 

また、視覚トリックの本を紹介しながら、いろいろな
見方や考え方があり、他人と違ってもいい、これを共有
できるような学級になってほしいとお話しされました。

学級生の皆さんが持ち寄った本の紹介もしながら、教
えるのではなく子どもが読んで感じ取ることの大切さに
ついて交流しました。開級式と初めての学習会、緊張と
これからの活動への意気込みを感じる学習会でした。 
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●３か所目は、豊平区みどり小学校です（7 月 4 日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●最後に、西区山の手小学校です（8 月２日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色を塗って完成です 

 どの学習会も、学級生の皆さんが熱心に学習を進める様子を拝見することができました。訪
問を快く迎え入れていただいた皆さん、本当にありがとうございます！ 

※すでに訪問させていただいた学級で、今回掲載していない学級については、次号にて必ず
掲載いたします！ 

学習テーマ 子どもに自信をつける！『うちの子再発見講座』         

講   師 未来づくりアドバイザー キャリアコンサルタント 相田 良子さん 

キャリアコンサルタントとは、ハローワークの相談員のようなお

仕事です。お子さん４人の子育て体験談を交えながら、「今から子

どもと前を向ける親に」を合言葉に以下のことを教えていただきま

した。 

・短所は悪くない 裏返すと長所 

・お母さんが視点を変える  ・お母さんが一緒に楽しむ 

・全力で応援する       ・決定権は子どもにあると自覚する 

・手を出しすぎず、見守る 

また、引きこもり、ニートの現状についてもお話しがありました。

笑いあり涙あり。進路についても、「子どもにどう寄りそっていく

か」わかりやすく講演されました。 

学習テーマ 子どもに自信をつける！『うちの子再発見講座』 

講   師 ピカソプロジェクト 奥村 みずほさん 

今年から必修学習のテーマに新しく加わった「親子でふれい

あい、共に学ぶ」で学習会を開催。 

ピカソプロジェクトとは、アートで子どもの表現力を育てる

ワークショッププログラムのことです。当日は新幹線の床に使

用する鉄板の端を曲げながら象の形を作り、それに思い思いの

色を塗って作品を制作するという学習でした。 

奥村講師は最初に「お母さん方は自分の作品に取り組み、お

子さんの制作には口は出さないように」とお話しされ、完成後

は、「どんな思いでこの形、色にしたのと聞いてください」と

アドバイスされました。 

出来上がった作品はそれぞれの想いがこもった、世界でただ

一つの作品になりました。終わった後、皆さんが、とてもいい

笑顔で作品を鑑賞していたのが印象的でした。 

１枚の鉄板を曲げ 
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学習報告書の書き方アドバイス 

５月から８月までの４か月間。滞りなく学習報告書をいただき、ありがとうございます。 

心温まるお言葉まで添えていただくこともあり、重ねてお礼申し上げます。 

全て読ませていただいており、学習された内容がとてもよく伝わってきます。 

「反省・感想」の欄ですが、“学んだ事をどのように子育てに生かしていけるかと

いう視点で記載”していただけますと、家庭教育学級の趣旨に沿ったものになりますし、

以降の学習計画を決める時に参考にもなります。 

ご提出いただいた数々の素晴らしい報告書の中から、いくつかをご紹介します。（文字数

の関係で、文章は多少編集させていただいております） 

 

A 校の記載より … 1-１ コミュニケーションの重要性について学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ校の記載より … 1-５ 子どもの進路、将来について学ぶ             

 

 

 

 

 

 

Ｃ校の記載より … ２－４ 家庭における約束事やルールについて学ぶ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ校の記載より … ４－５ 子どもの体に必要な栄養素や規則正しい食生活について学ぶ 

 

 

 

・子どもにふれる事で自己肯定感をお互いに上げることができる。 

・自分が望む子育てをしない。子どもが望むことを優先させる。 

・お父さんに対するリスペクトで育てる。  

・家族円満が子どもの情緒を安定させる。 

・いいお母さんにならなくてもいい。今を楽しんで育児をする。 

・小学生の子は、何事も相談をして子どもに決めさせる。 

子どもが、何かなりたいものがあれば「どうせ無理！！」「何言っているの？な

れるわけないでしょう。」ではなく、「だったら、こうしてみれば？」と言葉をか

けてあげることが、夢が広がる一歩であることを学びました。夢に少しでも近づけ

るように、親として支え、応援していきたいと思いました。 

「まほうのかいわ」で子どもに自信をつけ、子どもの可能性を伸ばしていこうと

思います。「よく頑張ったね」「一緒に○○してくれて嬉しかったよ」などほめ言

葉を増やしていこうと思いました。家庭でのお手伝いの中でも「なぜ」を追及する

と楽しく学べて、お手伝いもできて、親子でより良い関係を築いていけると思いま

した。 

給食ができるまでの過程には、多くの人が関わっていることや、その人たちの「思

い」が込められていることを知り、家庭でも食べ物に対する感謝の気持ちを教えて

いきたいと思いました。また、家庭でも地産地消を取り入れ、バランスの良い食生

活を心がけ、家族みんなで楽しく食べるようにしていきたいと思います。 
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フルネームで

ご記入くださ

い。 

このように、

体的にお願い

たします。 

良い例です。

「学んだ事

のように子育

に生かしてい

るか」とい

点で記入して

ださい。 

習報告書の提

た、教育委員

ＦＡＸでお伝

たします。 

習報告書の作

ので、ご確認

もに次年度の

で

さ

具

いい

。  

をど

育て

いけ

う観

てく

提出のほか、

員会から学習

伝えしており

作成・提出に

認のうえご提

の学習内容

学習報告

、学習計画の

習報告書につ

ります。連絡

には大変なご

提出いただき

・内容の集約
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告書作成時

の変更、修正

ついて加除修

絡があった際

ご苦労がある

きますようお

約の資料作

時の注意点

正などのご連

修正をご提

際、ご対応い

ると思います

お願いいた

りに使用い

点 

連絡も適宜い

案する場合

いただきます

すが、下記に

します。（学

たします。

いただいてお

合は、電話、

すようよろ

に注意点を

学習内容を

）  

始ま

午前

を記

さい

上で

お茶

代は

お菓

費の

ませ

して

出納

てい

くだ

おります。 

Ｅメール

しくお願

記載しま

保存する

まった時間で

前・午後に✔

記入してくだ

い。２時間以

です。 

茶、お水、花

はＯ.Ｋ. 

菓子等の飲食

の支出はでき

せんので、注

て下さい。

納簿と一致し

いるかご確認

ださい。 

で

✔

だ

以

花束

食

き

注意

し

認


